
都立動物園・水族園と

その使命を未来に継承する企画アイデア



■課題

友人や大切な人と豊かな時間を過ごすために

魅力的な動物たちの展示を期待している

表側 裏側

生活者は動物園・水族園の一面的な表側しか見ておらず

より奥深く見えづらい動物園・水族園の裏側の機能について

認知・理解ができていない

【レクリエーション】

東京動物園協会として未来に継承していきたいことが

生活者に届けきれていない

【環境学習】【種の保存】【調査・研究】

※新宿駅西口に掲載中の屋外広告を一部抜粋



■アイデアの方向性

動物園が担っている【環境学習】・【種の保存】・【調査研究】等の機能を

生活者に認知してもらい

動物園・水族園とは“楽しみながら学べる場所”でもあることを理解してもらいたい

普段は見ない/見れないような

動物園・水族園の裏側（≒うんちく話）を魅力的に見せる

どうやって動物園・水族園の裏側を見せるか？



■着眼点

おしり

動物園の表側を動物たちの “顔” と捉えたときに

動物園の裏側とは動物たちの “おしり” なのではないか





柱に動物のおしりが埋まっており、

尻尾をどかすと穴の中が見られるようになっている

■施策概要①

ゾウ・ペンギン・パンダなどのおしり模型が

上野駅構内の柱に埋まっている

動物たちのおしりの中を

覗くことができるようになっている

＜駅構内全体イメージ図＞ ＜企画イメージ図＞



■施策概要②

おしりの中を覗いてみると、動物に詳しいうんちく博士から

動物園・水族園の裏側（≒うんちく話）について知ることができる

ツシマヤマネコは国の天然記念物ですが、
絶滅の危険性が非常に高い種なので、

井の頭自然文化園にてツシマヤマネコの
人口受精による繁殖を推進しています。

ケープペンギンは近い将来において
野生での絶滅の危険性が高い種なので、

国内外の機関と連携して
保護の取り組みを積極的に進めています。

＜おしりの中イメージ図＞



■メディアイメージ

動物のおしりに顔をうずめている姿を端から見たときに、

滑稽に映ることで話題性が生まれ拡散を期待できる
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動物のおしりの中は、うんちくが詰まってた（笑）

＃上野駅 ＃おしりから見てみよう ＃動物

＃おしりカワイイ ＃動物の未来を守ろう

上野駅に動物のおしりが出没！？



動物園・水族園の現在を覗いてみて

これからの人と動物の共存について考えてみよう


